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概要：A 船は船長 A が 1 人で乗り組み、釣り客３人を乗せて漂泊中、 
B 船は船長 B が 1 人で乗り組み、釣り客３人を乗せて航行中、両船が衝突した。 

Ａ船：操舵室左舷側に破口、釣り客３人が負傷（打撲等） 
Ｂ船：船首先端部に損傷、死傷者なし 

再 発 防 止 に 向 け て （ 事 故 防 止 策 ）  

本事例の調査報告書は当委員会ホームページで公表しております。(平成 25(2013)年 3月 29日公表) 
http://www.mlit.go.jp/jtsb/ship/rep-acci/2013/MA2013-3-21_2012yh0114.pdf 

・漂泊して釣りを行っている場合でも、周囲の見張りを適切に行うこと 

・操船中に眠気を感じた場合は、椅子から降りてコーヒーを飲んだりする 

などして眠気を払うこと 

天気：曇り 

風向：北北東 

風力：３ 視界良好 

波高：約 0.5ｍ 

 
Ａ船 遊漁船 

４.５８トン 漂泊中 
B 船 遊漁船 

２.９トン 航行中 

漂泊中、釣り客への対応を行っていて、接近する遊漁船に気付かずに衝突 

事例４ 漂泊中、釣り客の対応を行っていた場合 

船首を北東方に向けて漂泊 

船長Ａは、船体が潮に流されると海中に垂

らした釣り糸が斜めに延びるので、釣り竿

の真下に釣り糸が延びるように、機関や舵

を使って、船体姿勢や位置を調整していた 

操舵室から、船首右舷側の釣り客が海中

に垂らした釣り糸に注意を向けていた 

釣り場を発進して帰航中 

船長Ｂは、約4～5ノットの速力で手動操

舵により北北東進中、眠気を感じ始めた

が、操舵室後部の椅子に腰を掛けた姿勢で

航行を続け、居眠りに陥った 

船長Ｂは、眠気を感じた際にはコーヒー

や眠気をさます薬を飲んでいたが、それ

らは操舵室に置いてあり、操舵室では釣

り客３人が仮眠していた 

船長Ａは、釣り客が釣りをし易くすることに注意を払って 

Ｂ船に気付かず、また、船長Ｂは、仮眠している釣り客への配慮から、 

居眠り防止の措置をとらずに操船を続け、衝突しました 

船長Ａは、衝突の衝撃で 

初めてＢ船に気付いた 

船長Ｂは、衝撃で目覚めて 

Ａ船との衝突に気付いた 

Ａ船の左舷中央部と 
Ｂ船の船首部とが 

衝 突 

7 月 22 日 
11 時 35 分ごろ 


